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「令和４年度 新潟県自作映像・視聴覚教材コンクール」 の作品募集について 

◆募集期間  

 

◆応募資格  

  県内に在住、県内学校に在学、県内に勤務 

 している方 

◆部  門 

【社会教育・地域映像部門】  

 様々な学びにつながる作品 地域の自然･  

 歴史・文化等を記録した作品 

【学校教育部門】 

 学校の授業または各種指導のために作った 

 作品 

【児童・生徒部門】 

 小学校・中学校・高校・特別支援学校等の 

 子どもが学習として作った作品 

◆賞（各部門） 

 最優秀賞：各部門１点 

      (副賞 図書カード5,000円) 

 優 秀 賞：各部門1～2点 

      (副賞 図書カード3,000円) 

◆作品規格 

【種別】 

 映像、デジタルコンテンツ、紙しばい 他 

【記録メディア】 

 ＤＶＤ、ＢＤ、ＣＤ、ＳＤ 他  

【作品の時間】 

 時間制限なし（表彰式上映時に、短縮して

上映する場合があります。） 

 

 

「令和４年度 メディア研修会特別講演会」の御案内 

  

◆日時：11月16日（水）14：00～16：00 

◆会場：県立生涯学習推進センターホール 

◆定員：９０名（申し込み先着順） 

◆料金：無料 

◆講師：新潟・市民映画館シネ・ウインド 

    支配人 井上経久 様 

◆演題：映画を通して世界の形を学ぶ 

    ～意外なものが見えてくる～ 

◆申込み 

 ① スマートフォンの方は右上のQRコードから↑  

 ② パソコンの方は、当センターHP「ララネット」 

   の申し込み専用フォームから 

 

 映画の見方について、映画のプロ「新潟・市民映画館シネ・

ウインド」支配人井上経久様から、映像を使って紹介いただき

ます。映画好きの方はもちろん、県民の皆様どなたでも参加で

きます。新たな学びを探している方、ぜひご参加ください。 



上映会のお知らせ （入場無料、要予約） 

 ※二本立てで上映します。 

アニメ「めぐみ」 【2008年/DVD/25分】 

昭和52年、当時新潟市寄居中学校1年生だった横田めぐみさんが、学校からの帰宅途中に北朝鮮により拉致

された事件を題材に、残された家族の苦悩や懸命な救出活動の模様を描いた25分のドキュメンタリー・アニ

メ。 

「ただいま」～の声を聞くために～【2009年/DVD/33分】 

拉致被害者の関係者達によって自主制作されたドキュメンタリー映画。 

同じマンションに住む有志のあさがおの会のメンバーが撮影を担当、拉致された日の朝から再

現。めぐみさんの両親、横田滋さん、早紀江さんの心の思いを映像化。 

阿賀に生きる 【1992年/VHS/115分/ドキュメンタリー】 

新潟水俣病という社会的なテーマを根底に据えながらも、そこからはみ出す人間の命の賛歌を

まるごと収め、世界中に大きな感動を与えた作品。  

 

モダン・タイムス【1936年/DVD/83分/サイレント】 

チャールズ・チャップリンが監督・脚本・製作・作曲・主演を務め、機械文明と資本主義社

会を痛烈に風刺した名作喜劇。 

大工場で働くチャーリーは、部品のネジをしめ続ける毎日を送っているが…。 

グッモーエビアン！【2012年/DVD/106分】 

元パンクバンドのギタリストだったシングルマザーとしっかり者の娘、海外の旅から戻って

きたお調子者の男の、ちょっと風変わりな一家を描いたハートウオーミングなホームドラマ。  

令和４年度 地域とともにある学校づくり研修会 
 標記研修会を７月８日（金）に実施しました。本年度は、参加者全員オンライン受講

（Zoom）としたことで、138名もの方にご参加いただきました。 

 本研修会の趣旨は、「社会に開かれた教育課程」実現に向けた学校経営について学び、管

理職等として地域と学校の連携・協働を推進する上でのリーダーシップとマネジメント力の

向上を図ることにあります。 

 実践発表では、魚沼市立小出小学校 校長 佐藤 茂幸様より「コミュニティ・スクール

に一歩踏み出す～組織づくり、目標づくり、活動づくり～」をテーマにお話しいただきまし

た。引き続き、文部科学省国立教育政策研究所初等中等教育研究部長 藤原文雄 様より

「地域とともにある学校をつくる組織マネジメント」をテーマにご講演いただき、小出小学

校の実践内容や参加者からの事前アンケートの結果に基づき、推進のポイントを丁寧にお話

しいただきました。また、ブレイクアウトルームでの意見交換も行いました。 

 実践発表とご講演は、地域との連携・協働活動が「充実している」、「停滞気味であ

る」、「スタートから思うように進まない」など、それぞれの学校で成果や課題が異なる場

合でも、大変参考になる内容でした。以下は、参加者からのご意見・感想です。 

☆小出小学校の実践発表が大変参考になった。できるところから全校体制で取り組んでいきたい。 

☆実践発表や講演から、「地域から学び、地域に打って出る」、「雑談の大切さ」、「多様性と包摂性 

 のある社会つくるためのリソースの重要性」等、今後に生かせる多くのキーワードをいただいた。 

☆「良さ（リソースの調達、地域の絆づくり)」と「働き方改革の一助になる」という二つの視点で学校  

 運営協議会を考えることができた。 
☆実践発表、講演、２回のブレイクアウトルームでの意見交換など有意義であった。CSを導入している 

 か否かに関係なく、毎年確認のため、この研修会を実施してほしい。 


